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近年、３D プリンタは、マスコミ、技術雑誌等で記事に取り上げられ、技術革新は進められている。３D プリンタは医

療、工業、教育など幅広い分野で活用されている。本校においても３D プリンタが導入されている。導入された高額の３

D プリンタは精度もよく、技術支援、共同研究やキャンパスの見学会のデモ運転に使用できる。しかし、通常の授業、実

習等で手軽に使用するには、ランニングコスト、時間、台数を考えると難しい点がある。これらを解消するため、安価な

３D プリンタを製作し、３D プリンタをイベント（キャンパス見学会、ものづくり体験）で活用した。本校では、この３

D プリンタを、セミナー、広報、体験学習（キャンパス見学会）等に活用している。この活用事例を報告する。
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1. はじめに

1.1 ３D プリンタの背景

一般のプリンタというと、用紙に平面的に印刷するも

のである。３D プリンタは、石膏や樹脂などの材料を用

いて立体的に印刷（造形）するプリンタである。

３D プリンタの３次元造形技術は、試作品の設計、形

状の検討、会議等のコミュニケーションツールにも活用

され、医療・教育現場まで広く利用されている 1)2)。

九州職業能力開発大学校（九州能開大）にも、３D プ

リンタは、導入されており、共同研究、セミナー、実習

で活用している。図１に示すものが、九州能開大に導入

された３D プリンタ（Stratasys 社 Dimension 1200es）であ

る。

この３D プリンタは、医療機器の共同研究で活用して

いる。３D プリンタを利用すると３次元 CAD でデザイ

ンした複雑形状のモデルを簡単に具体的なモデルに造形

できる。造形したモデルは、手で触れて大きさの確認や、

モデルを見て、より詳細なアドバイス、意見交換ができ

るため、正鵠を得たモデル形状の改善ができる。また、

仕上がり形状の精度が良く研究・開発に活用するには、

適当な３D プリンタである。

しかし、高額な３D プリンタの問題点は、ランニング

コストが高価であるため、頻繁に活用することは予算的

に困難であること、イベント等に活用したいが、造形（出

力）時間が長いことが問題点である。

3D プリンタに関する特許は、特許有効期限の 20 年以

上が経過しているものもあり、特許料を支払わずに利用

できるものもある 1)。この結果、３D プリンタの技術革

新を後押しし、古くから販売されている高額の業務用（産

業用）の３D プリンタととともに、安価な個人用（パー

図 1 産業用 3D プリンタ

（Stratasys 社 Dimension 1200es）

ソナル）３D プリンタが販売されるようになった 3)。

図２に個人用３D プリンタの一例を示す。この３D プ

リンタの価格は、14 万円程度である。かつては、特定の

商社のみで３D プリンタを販売していたが、現在は、電

器店やインターネットで販売され、手頃な価格で入手で

きるようになった。このような中で、３D プリンタに関

する技術情報は、公開されるようになった。

IDC Japan の予想では、世界の 3D プリンタ市場は 2017
年には出荷台数が31万5000台と2012年の10倍になり、

売上額は 27 億ドル近くに達し、関連サービスや消耗品市

場も急成長すると予測されている。

３D プリンタの市場が拡大し、技術が公開され、製作

資料の入手、部品購入などができるようになったため、

３D プリンタを製作し、イベントなどに活用しようと考

えた。
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図２ 個人用３D プリンタ 

1.2 ３D プリンタ製作の目標

３D プリンタの技術的な情報は、インターネットで公

開されており、XYZ の３軸を制御する装置である。これ

は、３軸のマシニングセンタと同じ方式である。

九州能開大では、簡易型 NC 工作機械に関する共同研

究と３D プリンタを活用した共同研究が行われていた。

これらの２件の共同研究の技術を参考にし、３D プリン

タの製作に取り組んだ。

製作する３D プリンタは、下記の４点を考慮して製作

した。

１．安価であること

２．取り扱い易いこと

３．部品の購入・供給が容易であること

４．持ち運びが容易であること

1.3 製作した３D プリンタと活用目的

工業教育などの分野で３D プリンタを活用するプロジ

ェクトが、各地域で進められている 4)。

本報で製作する３D プリンタも、総合制作実習、セミ

ナー、技術支援、大学校の広報（高校への出前授業、地

域ものづくりイベントへの出展・参加）に活用すること

を目標にした。

この報告では、製作した３D プリンタと活用事例を報

告する。

2. ３D プリンタの概要

2.1 製作した３D プリンタの造形方法

３D プリンタの造形方法は、造形に使用する材料によ

り異なる。安価な３D プリンタで使用される材料は、PLA
樹脂や ABS 樹脂が一般的である。この樹脂を直径

1.75mm や 3.0mm の円柱状にして、芯に巻いたものがフ

ィラメントとして販売されている（図２）。このフィラメ

ントを材料にして造形する熱溶解積層法(FDM：Fused 
Deposition Modeling)で造形することにした。

図３は熱溶解積層法を示したものである。この方法は

エクストルーダでフィラメントを送る。加熱したノズル

から材料となる樹脂（フィラメント）が押し出され、瞬

間的にテーブルに固着する。ノズルを移動させながらフ

ィラメントを押し出すことで、ステージ上で積層し造形

を行う方式である。

図３ 熱溶解積層法（FDM）1）

2.2 3D プリンタの造形手順

３D プリンタとマシニングセンタの作業手順を図４に

示す。図４に示すように３D プリンタで造形することと

マシニングセンタで加工することは同じような手順にな

る。また、３D プリンタを制御する造形パスは NC プロ

グラム（G コード）であるため、機械系の実習で活用し

易い制御プログラムである。

図４ ３D プリンタとマシニングセンタの作業手順

造形モデルの作成は、能力開発施設では、３次元 CAD
が導入されているため、３次元 CAD で STL データを出

力することが一般的である。３次元 CAD が導入されて

フィラメント

エクストルーダ

ノズル

造形物

ステージ
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いないような場所で出前授業・セミナーをする際は、フ

リーの３次元 CAD ソフトも数多く開発されているため、

フリーの３次元 CAD を利用して、STL データ出力も可

能である。

造形条件設定、造形パスの作成は、「Slic3r」というソ

フトを使用する。このソフトで、積層するピッチ、フィ

ラメントを溶かすための温度条件、ノズルの移動速度、

造形するモデルの充填率などの造形条件の設定を行う。

条件設定が終了後、造形パス（NC プログラム）が自動

で作成される。他にも、造形パスを作成するソフトは開

発されている。

モデルの造形は、３D プリンタの制御用ソフト

「pronterface」を使用して造形を行う。造形パスの確認は、

pronterface で階層ごとに造形パスが表示できるため、そ

れを見て確認をする。このような手順で３D プリンタを

使って造形を行う。

2.3 製作した３D プリンタの仕様

図５は、製作した３D プリンタである。表１は製作し

たプリンタの仕様である。出前授業や展示会等で展示で

きるような小型のものを製作した。

図５ 製作した３D プリンタ

表 1 ３D プリンタの仕様

2.4 ３D プリンタで造形した作品

図６に３D プリンタで造形した作品（a.分割状態、b．
組立状態）である。セミナーを開催した際に、「製作した

３D プリンタでは、大きなモデルは造形できませんか」

という技術相談を受けたため、事例用に造形した作品で

ある。

造形範囲は表１に示すように 150×150×150 の範囲内

のものしか造形できないが、分割して組み合わせること

により、造形した事例である。

この作品の高さは約 320mm である。４つに分割して造

形したものである。造形時間は、全体で約 30 時間である。

ａ. 分割状態

ｂ. 組立状態

造形時間：約 30 時間

図６ ３D プリンタで造形した作品

3. ３D プリンタの活用事例

3.1 総合制作実習（卒業製作）での活用

総合制作実習の課題「３D プリンタの設計・製作」と

して活用している。３D プリンタを設計・製作し、組立

調整を行う。精密な加工・組立が含まれおり、課題とし

て活用している。

3.2 セミナーでの活用

３次元 に関するセミナーの中で、技術紹介という

形で、後半に１時間程度３ プリンタの紹介と３ プリン

タのセミナーを広報し、実際に造形を行った。課題で使

用したポットを造形した。（図７）

受講者の反応としては、「セミナーを受講してみたい」

「造形技術に感心した」など好評であった。セミナーで

モデリングした形を、手頃に造形できることが良かった

と考えられる。

プリンタの大きさ 高さ約 ×幅

×奥行き

造形範囲 高さ約 ×幅

×奥行き

フィラメント径

材料 樹脂、 樹脂

ノズル径
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図７ セミナーで造形したモデル

3.3 出前授業での活用

福山ポリテクカレッジでは、福山工業高校の希望者を

対象とした体験授業を行っている。この体験授業で、携

帯ストラップをデザインするという内容で実習を行った。

図８は体験実習の様子である。３次元 CAD でデザイン

し、デザインしたものを造形する実習は好評であった。

他にも、イベント会社から依頼を受けて高校に出向き、

３D プリンタの実演を行い、学校の広報を行っている。

授業を受ける学生は、話と実演を交えることで、興味を

持って授業に参加している。

図８ 体験実習の様子

3.4 ポリテクカレッジのイベントでの活用

福山ポリテクカレッジでは、ものづくり体験のイベン

トを開催している。地域の子供達に、ものづくりを体験

してもらうイベントである。今年度は、３D プリンタで

ネームプレートを製作した。３次元 CAD で名前を入力

し、造形を行った。図９は、ものづくり体験の様子であ

る。他に、キャンパス見学会でも活用した。

3.5 広報・その他での活用

備後ものづくりフェアに出展した。備後ものづくりフ

ェアは、福山・府中地域のものづくり技術の PR、紹介を

目的としたイベントである。このイベントで３D プリン

タの技術紹介、セミナー広報、学生募集など、ポリテク

カレッジの広報を行った。図１０は、その様子である。

このイベントには、他にも３D プリンタを出展してい

たが、開発した３D プリンタは、機構部分などが分かり

易いと好評であった。

他にも、自治体（団体）、事業所から３D プリンタに関

する技術相談・見学を受けることがある。

図９ ものづくり体験の様子

図１０ 備後ものづくりフェアの様子

4. まとめ

今回の３D プリンタの活用を通して、受講する学生が

技術的な部分に興味を持つようになった。キャンパス見

学会、イベントでポリテクカレッジに興味を持ってもら

えたと考えられ、有効な広報ツールであった。また、製

作目標の４点が達成された３D プリンタができた。

他に、３D プリンタに関する自治体（団体）や事業所

からの問い合わせなども増えてきている。

今後も、広報、実習やセミナーなどで３D プリンタを

活用し、広報への効果や実習における効果を調査したい。
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